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会員数（６月末日現在）男 516名 女 317名 計 833名

 健康と　一緒に歩く　散歩道

	 2	 第11回定時社員総会報告
	 3	 市長挨拶
	 4	 ７月は安全就業強化月間です！
	 5	 会員の求償に係る基準の策定について

	6～7	 こんな仕事をしています
	 8	 シルバー会員大募集
	 9	 事務局職員紹介
	 10	 社会奉仕活動　防犯灯見守り隊

今号の主な内容

入会説明会日程は
８ページをご覧ください

会員大募集中会員大募集中

公園の管理業務をしています公園の管理業務をしています
　…詳しくは６ページへ



シ ル バ ー き よ せ 令和３年７月発行 （2）第167号

 続けよう　がんばりすぎない　軽体操 危機意識　普段の備えに　憂いなし

令
和
２
年
度
決
算

貸借対照表の要旨
（令和３年３月３１日現在）

資産の部 負債・正味財産の部

流 動 資 産 40,575,627 流 動 負 債 34,090,486

固 定 資 産 88,162,636 固 定 負 債 16,942,637

負 債 合 計 51,033,123

指定正味財産 0

一般正味財産 77,705,140

正味財産合計 77,705,140

資 産 合 計 128,738,263 負債・正味財産合計 128,738,263

正味財産増減計算書の要旨
（令和２年４月１日から令和３年３月３１日まで）

科　　　目 金　　額
受託事業収益 305,776,240
労働者派遣事業等受託収益 1,782,423
受取会費 1,682,000
受取補助金等 39,060,000
雑収益 271,492
事業費 335,788,223
管理費 13,484,539
固定資産売却益 79,998
正味財産期首残高 78,325,749
正味財産期末残高 77,705,140

　

去
る
６
月
23
日
（
水
）
第
11
回
定
時

社
員
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
通
常

な
ら
一
人
で
も
多
く
の
会
員
に
出
席
い

た
だ
き
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
ま
た
も

や
再
燃
の
危
惧
が
あ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
ご
来

場
の
自
粛
を
お
願
い
致
し
ま
し
た
。
勿

論
、
来
賓
挨
拶
・
会
員
表
彰
な
ど
は
簡

素
化
し
、
短
時
間
で
で
き
る
よ
う
と
り

計
ら
い
ま
し
た
。

　

藤
井
理
事
の
司
会
に
よ
り
池
永
副
会

長
の
開
会
の
辞
で
始
ま
り
、
続
い
て
会

長
挨
拶
を
致
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、

今
の
厳
し
い
社
会
情
勢
の
な
か
、
こ
の

逆
境
か
ら
抜
け
出
す
た
め
に
、
今
ま
で

以
上
に
熱
心
な
取
り
組
み
が
必
要
で
あ

る
こ
と
を
お
話
し
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

当
セ
ン
タ
ー
名
誉
会
長
で
あ
る
渋
谷
金

太
郎
市
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
司
会

が
代
読
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
次

い
で
東
京
し
ご
と
財
団
か
ら
の
役
員
表

彰
、
ま
た
セ
ン
タ
ー
で
の
活
動
を
長
年

続
け
て
下
さ
っ
た
18
名
の
会
員
表
彰
が

あ
り
ま
し
た
が
、
来
場
自
粛
を
お
願
い

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
後
日
表
彰
状
と

記
念
品
を
お
渡
し
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

さ
て
、
本
総
会
で
は
赤
羽
理
事
が
議

長
に
選
任
さ
れ
、
先
ず
事
務
局
に
よ
る

議
決
権
数
等
の
報
告
が
あ
り
、
中
川
原

監
事
の
監
査
報
告
、
岸
事
務
局
長
の
令

和
２
年
度
事
業
報
告
と
続
き
ま
し
た
。

決
議
事
項
と
し
て
は
以
下
の
４
件
が
事

務
局
長
よ
り
上
程
さ
れ
ま
し
た
。
第
１

号
議
案
―
令
和
２
年
度
計
算
書
類
等
の

承
認
の
件
、
第
２
号
議
案
―
定
款
（
会

員
の
欠
格
条
項
）
の
一
部
変
更
の
件
、

第
３
号
議
案
―
理
事
12
名
選
任
の
件
、

第
４
号
議
案
―
監
事
２
名
選
任
の
件
は
、

会
場
全
員
に
よ
る
拍
手
と
議
決
権
行
使

書
に
よ
る
賛
成
に
て
、
全
て
承
認
さ
れ

た
こ
と
を
こ
こ
に
報
告
致
し
ま
す
。

　

最
後
に
増
田
理
事
の
閉
会

の
辞
が
あ
り
、
会
員
皆
様
の

多
大
な
協
力
の
も
と
総
会
が

無
事
終
了
し
た
こ
と
へ
の
お

礼
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、
新
メ
ン

バ
ー
に
よ
る
臨
時
理
事
会
が

開
か
れ
、
会
長
に
河
野
、
副

会
長
に
池
永
理
事
、
常
務
理
事
に
岸
事

務
局
長
を
選
定
し
ま
し
た
。
２
年
間
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
す
が
、
す
で
に
第
３
期

中
期
計
画
に
則
る
セ
ン
タ
ー
の
活
動
は

粛
々
と
始
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
自
主
自

立
・
共
働
共
助
の
理
念
に
基
づ
い
た
活

動
は
、
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
生
じ
た
空
白

を
必
ず
う
め
て
く
れ
る
と
確
信
し
て
い

ま
す
。
私
達
会
員
は
「
安
全
」
を
最
優

先
し
た
上
、
新
し
い
生
活
様
式
も
う
ま

く
と
り
入
れ
、
そ
し
て
就
業
・
社
会
奉

仕
活
動
等
に
よ
っ
て
、
地
域
に
貢
献
す

る
こ
と
で
、
活
き
活
き
と
し
た
毎
日
を

送
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

第第
1111
回
定
時
社
員
総
会
報
告

回
定
時
社
員
総
会
報
告

会
長
　
河
野
昌
子

会
長
　
河
野
昌
子

退任された役員〈藤井理事（司会）、増田理事、
赤羽理事、池田理事〉センター事業にご尽力
いただき、ありがとうございました



表
彰
者

第167号シ ル バ ー き よ せ令和３年７月発行（3）

 危機意識　普段の備えに　憂いなし

　

清
瀬
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
第
11
回
定
時
社
員
総
会
の

開
催
、
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
こ
そ
は
皆
様
に
お
会
い
で
き
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
が
広
が

る
現
下
の
状
況
を
勘
案
し
、
昨
年
同
様
今
年
も
皆
様
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
差
し
上
げ
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

一
般
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
っ
た
も
の
の
、
現
時
点
で

の
対
象
は
高
齢
者
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
油

断
は
出
来
な
い
情
勢
で
す
。
私
達
は
、
一
年
以
上
も
感
染
防
止

の
た
め
、
外
出
や
家
族
・
友
人
と
の
交
流
も
控
え
頑
張
っ
て
き

ま
し
た
が
、
未
だ
収
束
の
見
通
し
が
た
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

と
か
く
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
考
え
に
囚
わ
れ
て
し
ま
い
が
ち
で

す
が
今
を
明
る
く
過
ご
す
た
め
に
も
こ
れ
ま
で
の
頑
張
り
を
自

分
自
身
で
認
め
て
あ
げ
て
も
良
い
と
思
い
ま
す
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
皆
様
に
は
こ
の
よ
う
な
中
に

あ
っ
て
も
、
地
域
の
見
守
り
活
動
、
広
報
誌
の
配
布
業
務
な
ど

高
齢
者
の
就
労
活
動
、
さ
ら
に
は
安
全
・
安
心
な
地
域
づ
く
り

に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
お
り
、
改
め
て
敬
意
を
表
し
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
闘
い
は
こ
れ
か
ら
も
続
く
こ
と

と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
先
に
あ
る
新
し
い
明
る
い
未
来
を
信
じ

て
、
前
に
進
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
貴
セ
ン
タ
ー
の
ま
す
ま
す
の
ご
発

展
を
心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
お
祝
い
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

　
　

令
和
３
年
６
月
吉
日 

清
瀬
市
長　

渋
谷 

金
太
郎

清
瀬
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

清
瀬
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

第第
1111
回
定
時
社
員
総
会
来
賓
挨
拶

回
定
時
社
員
総
会
来
賓
挨
拶

会

長

河
野
　
昌
子

（
野
　
塩
）

副
会
長

池
永
　
靖
夫

（
旭
が
丘
）

常
務
理
事（
事
務
局
長
）

岸
　
　
典
親

　

理

事

小
川
美
栄
子

（
元

　
町
）

理

事

山
下
　
芳
嗣

（
上
清
戸
）

理

事

並
木
　
一
三

（
中
清
戸
）

理

事

桝
井
ミ
ツ
ヱ

（
下
清
戸
）

新

役

員

紹

介
理

事

高
田
　
克
之

（
下
　
宿
）

理

事

伊
東
　
幸
子

（
中
　
里
）

理

事

林
屋
　
創
一

（
松
　
山
）

理

事

上
松
千
惠
子

（
竹

　
丘
）

理

事

佐
々
木
道
夫

（
梅

　
園
）

監

事

中
川
原
正
昭

（
上
清
戸
）

監

事

吉
川
　
好
郎

（
野
　
塩
）

　

セ
ン
タ
ー
事
業
に
貢
献
さ
れ
た

方
の
表
彰
が
あ
り
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

役
員
表
彰
『
東
京
し
ご
と
財
団
』

永
野　
　

武

大
西　

恒
彦

会
員
表
彰

木
嶋　

秋
廣

新
田　

宗
信

荻
野　

一
み

中
根　

弘
子

奥
村　

信
男

斉
藤　

勝
美

佐
藤　

ミ
ヨ

山
下
美
智
人

山
中　

時
彦

加
藤　

正
弘

小
峯
二
三
次

小
山　

勝
夫

山
辺　

郷
男

波
多　

澄
樹

川
﨑　

壽
一

土
屋　
　

郷

福
島　

利
彦

佐
々
木
博
久



シ ル バ ー き よ せ 令和３年７月発行 （4）第167号

 忘れるな！　基本動作と　危険予知！ 指さしで　安全確認　事故防ぐ

　夏季は年間で最も事故が多い時期となり、当センターでは７月を「安全
就業強化月間」に設定しています。
　暑さにより、熱中症になる恐れや、判断力
の低下による事故などが発生する危険性が高
くなりますので、会員の皆様も、より一層安
全就業への意識を高め、健康で安心して就業
できるよう、ご留意いただき、事故ゼロを目
指しましょう！
　なお新型コロナウイルスへの感染予防策と
して、３密を避け、マスクの着用、手洗いや
うがいを徹底し、人混みや集会への参加は極
力避けて、自分自身を守るようお願いします。

　
　「
健
康
診
査
」

の
お
知
ら
せ

　

清
瀬
市
で
は
、
年
齢
に
応
じ
た
健
康
診
査

を
無
料
で
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
お
き
ま
し
て
も
、
日
頃
の

健
康
管
理
と
安
全
就
業
へ
の
取
り
組
み
と
し

て
、
必
ず
受
診
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
詳
細
は
健
康
推
進
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

清
瀬
市
役
所　

☎
４
９
２
―
５
１
１
１
㈹

安全就業強化月間７月は７月は です！です！



第167号シ ル バ ー き よ せ令和３年７月発行（5）

 指さしで　安全確認　事故防ぐ

　

セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
活
動
の
際

に
は
、
必
ず
会
員
証
の
携
帯
を
お

願
い
し
て
お
り
ま
す
。
紛
失
や
汚

損
の
場
合
は
、
再
発
行
い
た
し
ま

す
の
で
、
事
務
局
ま
で
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
入
会
時
に
お
届
け
い
た

だ
い
た
住
所
等
に
変
更
が
あ
っ
た

際
は
、
速
や
か
に
事
務
局
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
特
に
緊
急
連
絡

先
は
、
緊
急
時
の
対
応
で
、
非
常

に
重
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
理

解
ご
協
力
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
会
員
証
と
一
緒
に
携
帯

を
お
願
い
し
て
い
る
「
Ｓ
Ｏ
Ｓ

カ
ー
ド
」
に
つ
き
ま
し
て
も
、
紛

失
な
ど
で
お
手
元
に
な
い
方
は
、

改
め
て
お

渡
し
い
た

し
ま
す
の

で
、
事
務

局
ま
で
お

申
し
出
く

だ
さ
い
。

会

員

証
は

�

お
持
ち
で
す
か
？

　

会
員
が
シ
ル
バ
ー
保
険
で
担
保
さ
れ
な

い
賠
償
事
故
を
発
生
さ
せ
た
際
の
求
償
に

つ
い
て
、
今
後
の
理
事
会
で
求
償
査
定
を

行
う
こ
と
が
、
令
和
３
年
５
月
期
の
理
事

会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

○
求
償
対
象

　
「
就
業
に
関
す
る
要
綱
」
第
19
条
が
適

用
さ
れ
る
賠
償
責
任
の
対
象
と
な
る
会
員

（
賠
償
責
任
）

第
19
条　

会
員
の
責
に
帰
す
べ
き
重
大
な

賠
償
事
故
、
又
は
自
動
車
に
起
因
す
る
賠

償
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、「
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
総
合
賠
償
責
任
保
険
」
等

で
保
証
で
き
な
い
賠
償
に
つ
い
て
は
、
そ

の
会
員
が
賠
償
責
任
を
負
う
。

※
「
就
業
に
関
す
る
要
綱
」
よ
り
抜
粋

　

な
お
、
求
償
額
の
決
定
基
準
に
つ
い
て

は
、
求
償
対
象
と
な
る
会
員
の
年
間
平
均

の
月
額
配
分
金
の
25
％
ま
で
を
求
償
額
の

上
限
と
し
ま
す
。
但
し
、
明
ら
か
な
故
意

や
、
情
状
酌
量
の
余
地
が
な
い
賠
償
事
故

に
つ
い
て
は
、
そ
の
基
準
は
適
用
せ
ず
改

め
て
組
織
運
営
会
議
、
理
事
会
で
求
償
額

を
決
定
し
ま
す
。

会
員
の
求
償
に
係
る

会
員
の
求
償
に
係
る

基
準
の
策
定
に
つ
い
て

基
準
の
策
定
に
つ
い
て

地
域
班
活
動
に

ご
協
力
を

４月から６月の入会者です。よろしくお願いします。

新
し
い
仲
間

元
町

　

栗
田
登
喜
雄

　

栗
田　

弘
子

　

藤
岡　

春
江

中
清
戸

　

中
屋　

一
徳

　

池
澤　

利
夫

　

小
糸
新
五
郎

　

西
本　

宣
夫

下
宿

　

藤
野
戸
民
子

　

榎
本　
　

進

旭
が
丘

　

三
田　

道
代

　

平
田　

光
男

　

佐
々
木
洋
子

　

原
本　
　

明

　

田
中
加
壽
子

　

田
口　

惠
子

中
里

　

金
山
美
千
代

　

佐
藤
サ
チ
子

　

倉
持　

信
廣

　

森
山　

晃
依

　

志
岐　
　

力

野
塩

　

大
槻　

恵
司

　

平
野　

敏
雄

　

小
嶺
た
え
子

　

鳥
居　

重
昭

　

髙
野　

愛
子

松
山

　

上
地　

秀
信

　

吉
田　
　

廉

　

齋
藤　
　

博

　

山
本　

節
子

竹
丘

　

小
寺　

誠
一

　

山
本　

秋
男

　

山
杉　

好
一

梅
園

　

池
田　

愛
子

　

猪
狩　

修
一

　

正
副
班
長
の
交
代
が
あ
り

ま
し
た
。

下
宿
地
域
　
班
長長

谷
川
雅
一

下
宿
地
域
　
副
班
長

中
田
　
久
枝

梅
園
地
域
　
班
長北

島
　
英
樹

梅
園
地
域

　
副
班
長

宇
津
木
英
邦



こ
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
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つ
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
…
そ
ん
な
願
い
を

込
め
て
、
こ
の
時
計
は
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

朝
日
村
（
日
本
の
村
）
は
自
然
が
い
っ
ぱ

い
で
素
敵
な
所
で
す
ね
。
森
の
こ
び
と
達

も
元
気
に
過
ご
し
て
い
る
か
な
ー
。

　

金
山
公
園
も
テ
レ
ビ
放
映
「
池
の
水
ぜ

ん
ぶ
抜
く
」
で
有
名
に
な
り
、
ザ
ワ
ザ
ワ

し
た
時
も
あ
り
ま
し
た
が
昨
今
は
静
か

で
す
よ
。
ど
う
ぞ
「
武
蔵
野
の
風
と
光
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
風
薫
る
金
山
公
園
に

ボ
ー
っ
と
し
に
来
て
下
さ
い
。（
チ
コ
ち
ゃ

ん
に
は
叱
ら
れ
ま
せ
ん
よ
）
鯉
、
カ
ル
ガ

モ
、
亀
、
カ
ワ
セ
ミ
、
メ
ジ
ロ
、
モ
グ
ラ

etc

…
み
ん
な
で
待
っ
て
い
ま
す
。

 身の安全　自分で守らず　誰が見る 健康と　一緒に歩く　散歩道

金
山
緑
地
公
園
・

せ
せ
ら
ぎ
公
園
管
理

金
山
緑
地
公
園

下
島
　
勝
良

　

金
山
緑
地
公

園
で
管
理
業
務

を
し
て
い
ま
す
。

　

公
園
内
を
、

12
時
、
15
時
に

巡
回
し
、
ベ
ン
チ
や
東
屋
、
調
節
池
等
に

異
常
が
な
い
か
確
認
し
ま
す
。
巡
回
中
に

は
ゴ
ミ
等
の
回
収
も
し
ま
す
。

　

ま
た
、自
転
車
乗
り
入
れ
、釣
り
、バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
、
テ
ン
ト
張
り
等
の
注
意
を
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
他
に
は
池
の
排
水

溝
の
ゴ
ミ
の
除
去
の
仕
事
も
あ
り
ま
す
。

ト
イ
レ
の
点
検
と
清
掃
、
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
の
管
理
等
の
仕
事
も
あ
り
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

鶴
見
　
昌
和

　

平
成
28
年
に

ク
レ
ア
駐
車
場

よ
り
金
山
公
園

に
移
り
、
６
年

目
に
成
り
ま
し

た
。

　

春
は
桜
の
花
が
満
開
と
な
り
、
夏
は

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
で
毎
年
多
く
の
人
で

賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
桜
ま
つ
り

も
ホ
タ
ル
狩
り
も
残
念
な
が
ら
中
止
と
な

り
ま
し
た
。

　

私
共
の
仕
事
は
、
公
園
内
の
見
回
り
、

ゴ
ミ
の
回
収
、ト
イ
レ
の
清
掃
、ペ
ー
パ
ー

の
補
充
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
人
出
が
少
な
い
よ

う
で
す
が
、
土
日
に
な
る
と
家
族
連
れ
で

大
賑
わ
い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
夏
に
向
け
て
熱
中
症
、新
型

コ
ロ
ナ
禍
に
注
意
し
て
、
一
刻
も
早
く
元

の
生
活
に
戻
れ
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

伊
原
　
道
雄

　
『
窓
』
か
ら

見
た
管
理
人
の

仕
事
は
、
子
供

が
池
ポ
チ
ャ
、

自
転
車
・
バ
イ

ク
の
暴
走
、
た
き
火
、
酔
っ
ぱ
ら
い
の
ト

ラ
ブ
ル
と
、
心
配
事
は
多
々
あ
り
ま
す
。

来
園
の
方
は
、
楽
し
み
に
息
抜
き
に
来
ら

れ
て
い
る
の
で
す
か
ら
、「
今
日
は
良
い

一
日
だ
っ
た
。
又
来
よ
う
。」
と
喜
ん
で

も
ら
え
る
の
が
私
の
仕
事
と
思
い
、
笑
顔

で
接
し
て
い
ま
す
。

　
『
窓
』
に
つ
い
て
…
姉
妹
都
市
提
携
記

念
と
し
て
、
平
成
元
年
３
月
か
ら
32
年
間

立
っ
て
い
ま
す
。
矢
印
の
方
角
に
向
か
っ

て
立
つ
こ
と
に
よ
り
、
時
計
『
窓
』
を
介

し
て
、
長
野
県
朝
日
村
の
人
々
と
距
離
を

越
え
て
心
の
窓
を
通
じ
、
た
が
い
に
結
び

時計「窓」
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 健康と　一緒に歩く　散歩道

　

コ
ロ
ナ
禍
で
す
が
、
皆
々
様
、
お
身
体

を
ご
自
愛
く
だ
さ
い
ま
す
様
に
。
ワ
ク
チ

ン
接
種
は
す
み
ま
し
た
か
…
。

せ
せ
ら
ぎ
公
園

平
井

　
和
夫

　

75
才
で
シ
ル

バ
ー
会
員
に
な

り
、
今
は
公
園

管
理
の
仕
事
を

し
て
い
ま
す
。

　

朝
、
せ
せ
ら
ぎ
公
園
に
行
き
、
ト
イ
レ

の
清
掃
、
園
内
を
巡
回
し
、
ご
み
の
除
去

を
し
ま
す
。
ト
イ
レ
を
利
用
さ
れ
る
人
か

ら
「
他
の
公
園
よ
り
一
番
き
れ
い
」
と
の

言
葉
を
聞
い
て
、
余
計
き
れ
い
に
す
る
様

に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
と
自
分
の
体
の
こ
と
で
す
が
、
仕

事
中
、
一
日
一
万
歩
歩
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
元
気
で
笑
顔
で
頑
張
り

ま
す
。

道
坂
　
和
宏

　

シ
ル
バ
ー
の

会
員
に
な
っ
て

今
年
で
６
年
目

に
な
り
ま
し
た
。

入
会
当
初
は
金

山
公
園
で
落
ち
葉
等
清
掃
作
業
を
１
年
半

程
行
っ
た
後
、
せ
せ
ら
ぎ
公
園
の
担
当
と

な
り
、
清
掃
作
業
を
週
２
日
程
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　

散
歩
等
の
方
で
「
い
つ
も
綺
麗
に
清
掃

し
て
く
だ
さ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
」「
ご
苦
労
様
」
等
声
を
か
け
て
く
れ

る
こ
と
が
あ
り
、
一
生
懸
命
清
掃
作
業
を

行
っ
て
い
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

公
園
で
は
桜
が
咲
く
３
月
下
旬
か
ら
４

月
上
旬
に
か
け
て
『
カ
タ
ク
リ
』
が
咲
き
、

『
ヒ
ロ
ハ
ノ
ア
マ
ナ
』『
ア
ズ
マ
イ
チ
ゲ
』

『
イ
チ
リ
ン
ソ
ウ
』
等
春
の
花
が
咲
い
て
、

多
く
の
方
が
散
策
に
訪
れ
ま
す
。
皆
さ
ん

熱
心
に
花
の
名
前
、
開
花
の
時
期
、
花
の

名
前
の
由
来
等
を
聞
か
れ
ま
す
の
で
、
解

る
範
囲
で
す
が
丁
寧
に
説
明
す
る
事
を
心

が
け
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
公
園
内
木
道

が
あ
り
５
月
下
旬
か
ら
６
月
中
旬
頃
に
か

け
て
『
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
』
が
飛
び
交
い
何

人
か
の
方
が
鑑
賞
に
来
て
お
り
ま
す
。
時

間
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
公
園
に
散
歩
に
来

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

暑
く
な
っ
て
来
ま
し
た
の
で
、
体
調
管

理
に
気
を
つ
け
て
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

小
松

　
博
映

　

せ
せ
ら
ぎ
公

園
管
理
人
と

な
っ
て
４
年
目

で
す
。

　

仕
事
内
容
は
、

来
訪
者
へ
の
施
設
説
明
、
園
内
の
簡
単
な

清
掃
、
ト
イ
レ
清
掃
等
で
す
。
こ
の
公
園

は
、
数
百
メ
ー
ト
ル
に
渡
っ
て
木
々
が
生

い
茂
り
、
貴
重
な
動
植
物
が
生
息
す
る
自

然
豊
か
な
場
所
で
す
。
そ
の
自
然
環
境
を

維
持
す
る
た
め
に
少
し
で
も
お
役
に
立
て

た
ら
と
い
う
気
持
ち
で
、
毎
日
働
い
て
い

ま
す
。

　

ト
イ
レ
は
利
用
者
が
多
く
、
５
ブ
ー
ス

の
清
掃
作
業
は
大
変
で
す
が
、
来
訪
者
か

ら
「
き
れ
い
な
ト
イ
レ
」
と
の
声
を
耳
に

し
た
と
き
、
努
力
が
報
わ
れ
た
と
感
じ
ま

す
。
ま
た
、
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
の
落
ち

葉
清
掃
は
半
端
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

い
ろ
い
ろ
な
苦
労
は
あ
り
ま
す
が
、
健

康
管
理
し
な
が
ら
作
業
で
き
る
の
は
、
幸

せ
な
こ
と
で
す
。
こ
れ
ま
で
温
か
く
支
え

て
く
だ
さ
っ
た
同
僚
に
感
謝
で
す
。

学習管理棟

遊歩道
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就
業
情
報

○
屋
内
外
清
掃
作
業

○
除
草
作
業

○
夜
間
窓
口
受
付
業
務

○
違
法
駐
輪
防
止
指
導
業
務

○
リ
サ
イ
ク
ル
家
具
の
修
理
・
運
搬
等

○
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス

○
ウ
エ
ス
加
工

○
市
報
仕
分
・
配
布
業
務（７

月
２
日
現
在
）

＊�

最
新
の
就
業
情
報
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

就
業
情
報
専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
及
び
各

地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
等
掲
示
板
で
ご
確
認

い
た
だ
け
ま
す
。

　
（
原
則
毎
月
第
２
・
４
金
曜
日
更
新
）

Ｕ
Ｒ
Ｌ

　

https://w
ebc.sjc.ne.jp/kiyose

Ｔ
Ｅ
Ｌ�

０
８
０
０
︱

８
０
０
︱

１
１
１
３

　

ご
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
か
ら
「
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ
」

や
「
配
分
金
明
細
」
な
ど
を
確
認
で
き
ま
す
。

ま
た
、
最
新
の
就
業
情
報
も
こ
ち
ら
か
ら
確
認

で
き
ま
す
の
で
、
お
送
り
し
て
お
り
ま
す
案
内

に
沿
っ
て
、
お
手
続
き
願
い
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
事
務
局

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

☎
０
４
２
―
４
９
４
―
０
９
０
３

S
m

ile to S
m

ile

（
ス
マ
イ
ル 

ト
ゥ 

ス
マ
イ
ル
）

サ
ー
ビ
ス
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

シ
ル
バ
ー
会
員
大

入
会
説
明
会
日
程

＊�

毎
月
原
則
第
１
月
曜
日
、
13
時
30
分
よ
り
、
セ
ン

タ
ー
２
階
会
議
室
に
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
８
月
２
日
（
月
）

令
和
３
年
９
月
６
日
（
月
）

令
和
３
年
10
月
４
日
（
月
）

令
和
３
年
11
月
１
日
（
月
）

令
和
３
年
12
月
６
日
（
月
）

持
ち
物

①
年
度
会
費　

２
０
０
０
円

②
身
分
証
明
書

③
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
貯
金
通
帳

④
印
鑑

⑤�

緊
急
連
絡
先
、
免
許
・
資
格
取
得
年
月
、
主
な
職

歴
を
記
入
す
る
た
め
の
メ
モ

＊
詳
細
は
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
お
近
く
に
い
ま
せ
ん
か
？

　
★
市
内
在
住

　
★
原
則
60
歳
以
上

　
★
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方

　

お
友
達
、
お
知
り
合
い
の
方
に
、
シ
ル
バ
ー
へ
の
入
会
の
お
誘
い
・

お
声
か
け
を
お
願
い
し
ま
す
！

　
　
　
　
　
　

○
健
康
や
生
き
が
い
づ
く
り
に
最
適

　
　
　
　
　
　

○
楽
し
み
な
が
ら
仕
事
が
で
き
ま
す

　
　
　
　
　
　

○
経
験
や
技
術
が
生
か
せ
ま
す

声かけの
ポイント

会員紹介カードを利用して
社会参加の輪を広げよう！

会員紹介カード
入会説明会の詳細は事務局までお問
合せください。

公益社団法人
清瀬市シルバー人材センター
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務
局
職
員
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介
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主
任
　
福
嶋
　
康
人

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
!!
事
務
局
の
フ
ク

シ
マ
で
す
。
早
い
も
の
で
入
社
し
て
か
ら

20
年
以
上
も
経
過
い
た
し
ま
し
た
。

　

入
社
し
た
当
初
、
趣
味
で
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
を
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
お
い
て
週
４
日
以

上
真
剣
に
行
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
40
歳

を
超
え
ま
す
と
体
に
錆
が
出
て
動
け
な
く

な
っ
た
た
め
、
現
在
、
運
動
は
ま
っ
た
く

行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
趣
味
が
変
わ
り

「
海
釣
り
」
に
は
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ア
ジ
船
に
半
日
乗
船
し
、
一
番
多
い
時

に
は
97
匹
！
残
念
な
が
ら
一
束
ま
で
は
届

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
好
き
な
釣
り
方
は
、

後
輩
の
小
型
ボ
ー
ト
（
３
人
乗
り
）
で
小

田
原
や
西
伊
豆
か
ら
大
海
原
へ
出
船
す
る

こ
と
で
す
。
多
彩
な
ゲ
ス
ト
た

ち
が
釣
れ
る
た
め
す
ご
く
楽
し

い
で
す
。
な
か
で
も
「
ア
カ
ハ

タ
」
と
い
う
魚
が
好
物
で
刺
身

や
コ
ブ
締
め
、
カ
ル
パ
ッ
チ
ョ

と
淡
白
で
す
が
と
て
も
お
い
し

い
で
す
よ
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
で
ま
っ
た
く
釣
り
に

行
け
な
い
た
め
、
最
近
は
自
宅

の
芝
生
の
手
入
れ
を
入
念
に
し
て
お
り
ま

す
。
雑
草
を
一
本
ず
つ
根
っ
こ
か
ら
抜
き
、

短
く
芝
刈
り
し
肥
料
を
あ
げ
た
後
は
、
庭

を
見
な
が
ら
ビ
ー
ル
で
乾
杯
と
休
日
を
過

ご
し
て
お
り
ま
す
。

　

仕
事
に
お
い
て
は
常
に
会
員
さ
ん
や
発

注
者
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
こ
と
、「
こ

ん
な
楽
し
い
就
業
先
を
案
内
し
て
も
ら
え

た
。
素
晴
ら
し
い
方
を
紹
介
し
て
も
ら

え
た
。」
こ
の
よ
う
な
お
声
を
頂
け
る
と
、

自
然
と
活
力
が
湧
き
笑
顔
が
こ
み
上
げ
て

き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
た
め
に
頑

張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
指
導
ご
鞭

撻
の
程
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

令
和
３
年
３
月
期
（
３
月
22
日
）

報
告
事
項

◦
事
務
局
の
報
告

◦
事
業
実
施
状
況
（
令
和
３
年
２
月
分
）

の
報
告

◦
役
員
選
考
委
員
会
の
報
告

◦
広
報
部
会
の
報
告

◦
事
業
部
会
の
報
告

協
議
事
項

◦
正
会
員
の
入
会
（
令
和
３
年
４
月
１
日

分
）
の
承
認

◦
令
和
３
年
度
役
員
賠
償
責
任
保
険
料
の

徴
収

◦
令
和
２
年
度
収
支
補
正
予
算
の
承
認

◦「
職
員
就
業
規
則
」
及
び
「
準
職
員
就

業
規
則
」
の
一
部
改
正

◦「
職
員
の
給
与
の
減
額
を
免
除
す
る
こ

と
の
で
き
る
場
合
の
基
準
」
及
び
「
職

員
退
職
金
支
給
規
程
」
の
一
部
改
正

◦「
理
事
会
運
営
規
則
」
の
一
部
改
正

◦「
病
気
休
職
事
務
処
理
要
綱
」
の
新
設

◦
第
11
回
定
時
社
員
総
会
招
集
の
件

　

①
定
時
社
員
総
会
開
催
日
時
・
場
所
の
件

◦
就
業
に
関
す
る
要
綱
の
新
設

令
和
３
年
４
月
期
（
４
月
26
日
）

報
告
事
項

◦
事
務
局
の
報
告

◦
事
業
実
施
状
況
（
令
和
３
年
３
月
分
）

の
報
告

◦
安
全
管
理
委
員
会
の
報
告

◦
総
務
部
会
の
報
告

協
議
事
項

◦
正
会
員
の
入
会
（
令
和
３
年
４
月
分
）

の
承
認

◦「
事
務
局
長
採
用
等
の
特
例
に
関
す
る

要
綱
」
の
一
部
改
正

令
和
３
年
５
月
期
（
５
月
24
日
）

報
告
事
項

◦
事
務
局
の
報
告

◦
事
業
実
施
状
況
（
令
和
３
年
４
月
分
）

の
報
告

◦
令
和
２
年
度
会
計
及
び
業
務
監
査

協
議
事
項

◦
正
会
員
の
入
会
（
令
和
３
年
５
月
分
）

の
承
認

◦
第
11
回
定
時
社
員
総
会
招
集
の
件

　

①
会
議
の
目
的
事
項
の
件

　
　

ア
報
告
事
項

　
　
　

ア
監
査
報
告

　
　
　

イ
令
和
２
年
度
事
業
報
告

　
　

イ
決
議
事
項

　
　
　

ア�

令
和
２
年
度
計
算
書
類
等
の
承

認
の
件

　
　
　

イ
定
款
の
一
部
変
更
の
件

　
　
　

ウ
理
事
12
名
選
任
の
件

　
　
　

エ
監
事
２
名
選
任
の
件

　

②
書
面
に
よ
る
議
決
権
行
使

　

③
役
割
分
担

◦
会
員
の
求
償
査
定
に
つ
い
て

令
和
３
年
６
月
期
（
６
月
21
日
）

報
告
事
項

◦
事
務
局
の
報
告

◦
事
業
実
施
状
況
（
令
和
３
年
５
月
分
）

の
報
告

◦
広
報
部
会
の
報
告

◦
令
和
２
年
度
指
定
管
理
者
（
有
料
自
転

車
等
駐
車
場
）
の
実
施
報
告

協
議
事
項

◦
正
会
員
の
入
会
（
令
和
３
年
６
月
分
）

の
承
認

◦
第
11
回
定
時
社
員
総
会　

決
議
事
項　

第
１
号
議
案　

令
和
２
年
度
計
算
書
類

等
の
承
認
の
件

◦
第
11
回
定
時
社
員
総
会
役
割
分
担

◦
第
11
回
定
時
社
員
総
会
シ
ナ
リ
オ（
案
）

◦「
自
動
車
使
用
要
綱
」
の
一
部
改
正

理
事
会
の
動
き
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こ
の
一
年
余
り
、
明
け
て
も
暮
れ

て
も
コ
ロ
ナ
、
コ
ロ
ナ
で
し
た
が
、

医
療
従
事
者
や
高
齢
者
へ
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
始
ま
り
、
自
治
体
に
よ
っ

て
は
65
歳
以
下
の
接
種
も
進
ん
で
お

り
、
そ
の
効
果
に
大
き
な
期
待
が
さ

れ
て
コ
ロ
ナ
禍
の
長
い
ト
ン
ネ
ル
の

出
口
が
見
え
始
め
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
二
十
代
で
は
男

女
と
も
に
、
副
反
応
が
怖
く
コ
ロ
ナ

に
感
染
し
て
も
若
い
か
ら
無
症
状
や

軽
く
済
む
と
の
理
由
で
、
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
を
拒
否
す
る
人
が
半
数
近
く

い
る
そ
う
で
す
の
で
、
ワ
ク
チ
ン
を

２
回
接
種
済
み
で
も
今
ま
で
通
り
感

染
防
止
対
策
は
必
要
で
、
し
ば
ら
く

の
間
マ
ス
ク
は
外
せ
な
い
と
医
師
が

説
明
し
て
い
ま
し
た
。

　

マ
ス
ク
を
し
て
い
る
と
汗
の
蒸
発

が
妨
げ
ら
れ
る
な
ど
体
温
調
節
が
で

き
ず
、
脱
水
等
を
起
こ
し
や
す
く
な

り
ま
す
の
で
、
夏
本
番
前
か
ら
熱
中

症
予
防
対
策
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　

昨
年
よ
り
シ
ル
バ
ー
フ
ェ
ア
を
初

め
地
域
班
、
職
群
班
等
の
多
く
の

活
動
が
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
に
な
り
ま

し
た
が
、
今
年
の
後
半
か
ら
活
動
の

実
施
が
で
き
会
員
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

 

（
広
報
部
会
）

 忘れるな！　基本動作と　危険予知！

　

セ
ン
タ
ー
事
業
に
お
け
る
会
員
皆

様
か
ら
の
ご
提
案
や
ご
意
見
等
を
い

た
だ
く
た
め
の
提
案
箱
を
事
務
所
出

入
口
の
脇
に
設
置
し
て
お
り
ま
す
。

　

提
案
用
紙

の
様
式
や
記

名
の
有
無
は

問
い
ま
せ
ん
。

お
気
軽
に
ご

投
稿
く
だ
さ

い
。

会
費
納
入
に
つ
い
て

　

令
和
３
年
度
の
年
会
費
２
千
円
は
、
会

費
規
程
に
よ
り
令
和
３
年
５
月
末
日
ま
で

に
お
支
払
い
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

就
業
さ
れ
て
い
る
方
は
、
支
払
わ
れ
る

配
分
金
か
ら
控
除
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

が
、
未
就
業
の
方
は
大
変
恐
縮
で
す
が
事

務
局
ま
で
直
接
納
入
、
ま
た
は
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
に
て
お
振
込
み
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
お
振
込
の

場
合
は
、
金
融
機
関
の
お
振
込
明
細
を

も
っ
て
、
領
収
証
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
会
費
の
使
途
は
シ
ル
バ
ー
保
険

料
等
の
一
部
に
充
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

▼
口
座
番
号

�

０
０
１
８
０
―
０
―
１
７
１
８
８
６

▼
口
座
名
義

　
公
益
社
団
法
人

�

清
瀬
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

編
　
集
　
後
　
記

　

俳
句
や
短
歌
、
詩
、
旅
行
記
や
身
近

な
話
題
、
ふ
る
さ
と
自
慢
や
趣
味
の
話
、

写
真
や
絵
な
ど
、
な
ん
で
も
結
構
で
す
。

仲
間
と
話
題
を
共
有
し
て
、
会
報
を
盛

り
上
げ
て
い
き
ま
せ
ん
か
！

　

原
稿
は
５
０
０
字
以
内
で
、
メ
ー
ル

又
は
事
務
局
へ
直
接
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
の
投
稿
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

令和３年度事業実績等 
（令和３年５月）

■会員数 837人
　（目標値 910人）
　 達成率 92.0％
■契約金額 51,974千円
　（目標値 313,825千円）
　 達成率 16.6％
■就業率 69.3％
　（目標値 85.0％）
　 達成率 81.5％

　
　

事
務
局
だ
よ
り

　

事
務
局
職
員
と
し
て
、
水
野
嘉
亮
氏
に

５
月
１
日
よ
り
、
勤
務
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

社
会
奉
仕
活
動

社
会
奉
仕
活
動

防
犯
灯
見
守
り
隊

　

令
和
３
年
度
の
第
１
回
防
犯
灯
見
守
り

は
７
月
15
日
（
木
）
を
基
準
日
に
設
定
し
、

実
施
を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
対
策
に

よ
り
、
中
止
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
回
の
実
施
の
折
に
は
、
何
卒
ご
協
力

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

（
事
業
部
会
）


